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１．バイオプラスチックとは 
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「バイオプラスチック」 
II 

生分解性プラスチック 
＋ 

バイオマスプラスチック 

生分解する 生分解しない 

化石原料由来 

バイオマス由来 

バイオマスプラスチック 

従来の 
プラスチック 

生分解性 
プラスチック 

バイオプラスチックの概念図 
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バイオプラスチック 
生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称 
 
生分解性プラスチック 
自然界に存在する微生物のはたらきで、最終的に水と二酸化炭素に分解
されるプラスチック 

バイオマスプラスチック 
原料として再生可能な有機資源由来の物質（バイオマス）を含み、化学的
又は生物学的に合成することにより得られるプラスチック 
 
バイオマスプラスチックは、原料にバイオマスを使用しているということで
あり、生分解しないものもある。 
（原料の一部がバイオマスのものもふくむ） 
 
生分解性プラスチックは、生分解性という機能によって分類され、原料は
石化由来のものもある。 
 
バイオマスプラスチックと生分解性プラスチックの両方の機能を持つプラス
チックも存在する。 

土には還りません 
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バイオプラスチックの種類と役割 

温室効果ガス 
排出削減 

廃棄物削減 

BioPET, PTT, 
bioPC,  
bioPU 
PA610, CA 

BioPE 
PA11 
PA1010 
PEF 

バイオマス 
プラスチック 

生分解性 
プラスチック 

PE, PP, PS 
PET, PVC 
ABS, PC 等 

PBAT, PVA 
PGA, PETS 
等 

PLA 
PHA 
PHBH 

PBS 
PBSA 
澱粉ポリエス 
テル,等 

石 
油 
由 
来 

バイオ 
プラスチック 

バ
イ
オ
マ
ス
由
来 

生分解する 生分解しない 

(

一
部) 

(

全
部) 

環境貢献 
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バイオプラスチックの役割 

バイオプラスチック 

バイオマスプラスチック 

地球温暖化 

の問題 

枯渇性資源 

の問題 

プラスチックの3R 

の問題 

•プラスチック廃棄物の焼却
から生物処理（堆肥化・ガ
ス化）への転換による循環
利用率の向上 

•枯渇性資源である石油か
ら再生可能資源（バイオマ
ス）への切り替えによる 

 化石資源への依存度低減 
 及び資源循環性の向上 

•バイオマスプラスチックの
カーボンニュートラル特性
による石油由来CO2排出の 

 削減 

海洋プラスチックごみ 

の問題 

•海洋プラスチックごみの 
 海洋環境への影響低減 

管理された循環システム 

 一定の管理された循環システムの中でそれぞれの特性を生かすことで、プラスチックに起因する様々な問題の改善に
貢献できる素材。 

生分解性プラスチック 



２．我が国の動き 
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国 
地球温暖化対策計画 （2016/5） 

2030年度において、2013年度比26.0%減（2005年度比25.4%減） 
  の水準にするとの中期目標の達成に向けて着実に取り組む。 

 

  非ｴﾈﾙｷﾞｰ起源二酸化炭素の削減  

  「2030年度に207万㌧のCO²削減のため、ﾊﾞｲｵﾏｽﾌﾟﾗｽﾁｯｸを 

   197万ﾄﾝ普及させる。」 
 

統合イノベーション戦略 （2018/6） 

「生物機能やﾊﾞｲｵﾏｽを利用した製品の有用性や環境性能に係る表示
制度の創設」 
 

未来投資戦略2018 （2018/6） 

    「炭素循環社会の実現等に貢献する革新的なﾊﾞｲｵ素材の有用性や 

    環境性能、国産ﾊﾞｲｵﾏｽ資源の循環性能を適切に評価するための 

    表示や表彰等の制度の仕組みを来年度から創設すべく、検討を行う」 
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第4次循環型社会形成推進基本計画 （2018/6） 

 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの資源循環を総合的に推進するための戦略として「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ資源循環
戦略」を策定、推進する。 

「プラスチック資源循環戦略」 （2019/5） 
 

 

 

 

 

 

   

「海洋生分解性プラスチック開発・導入普及ロードマップ」 
 

 

「バイオ戦略２０１９」 (2019/6) 

 

大阪ブルー・オーシャン・ビジョン （2019/6) 

 

「レジ袋の有料化」への動き  

 世耕経済産業相：レジ袋有料化の実施 （2019/6) 
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基本原則 ： ３R＋Renewable 

マイルストーン ： リデュース 

            リユース・リサイクル 

            再生利用・バイオマスプラスチック 

（2019/5) 

2030年までにバイオマスプラ
スチックを約200万トン導入 
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2020年(令和２年）7月1日施行 
 事業者は、商品の販売に際して、消費者にその用いるプラスチック製の買物袋（カッコ内略）を有

償で提供することにより、消費者によるプラスチック製の買物袋の排出の抑制を相当程度促進
するものとする。（第2条） 

 

 繰り返し使用が可能な厚さ50μ以上のもので、その旨が表示されているもの 

 海洋生分解性プラ100％のもので、その旨が表示されているもの 

 バイオマス素材の重量割合が25％以上のもので、その旨が表示されているもの  

 

 

 

経産省がＨＰ開設 
 https://www.meti.go.jp/policy/recycle/plasticbag/plasticbag_top.html  
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プラスチック製買物袋の有料化について 

除外規定 
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プラスチック製買物袋の有料化について 

ガイドライン 
 当協会のＢＰマークが表示の参考事例として掲載されている。 



産業界 
海洋プラスチック問題対応協議会 （ＪａＩＭＥ） 設立（2018/9） 

    プラスチック廃棄物に関する科学的知見の集積 

アジア諸国でのプラスチック廃棄物管理向上への対応協議 
 日本化学工業協会、日本プラスチック工業連盟、プラスチック循環利用協会、   

 石油化学工業協会、塩ビ工業・環境協会の共同事務局 

 

クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス（CLOMA)  

    海洋プラスチックごみ問題の解決のため、官民共同で設立（2019/1）     

            
 

日本経済団体連合会 
「業種別プラスチック関連目標」（2019/4) 

   業界団体等２０業種が４３の目標を自主的に設定 

 

日本プラスチック工業連盟 
「プラスチック資源循環戦略」決定（2019/5） 
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３．バイオプラスチックの製法 
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4．バイオプラスチックの市場 
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世界のバイオプラスチック生産能力 

European Bioplastics Association の 

発表資料より（2019/12） 

14,8% 
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European Bioplastics Association の 

発表資料より（2019/12） 
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環境省 バイオプラスチック導入ロードマップ検討会（第1回） 
日本バイオプラスチック協会発表資料より 



 用途例（国内） 

バイオマスプラスチック 
                  

 

 
競技場ベンチ 人工芝生 

ユニフォーム 

飲料ボトル 

      

キャップ、シュリンクフィルム 

ブリスターパック 

ＩＣカード 

窓付き封筒 

パイプ 容器 

複合機部品 
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レジ袋、ごみ袋 

梱包資材 
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ラミネート紙コップ カップ トレイ 

  

農林業用資材 土木用資材 土嚢 

家庭用水切りネット 

土嚢 

 用途例（国内） 

農業用マルチフィルム 

生分解性プラスチック 



5．主な認証ラベル 
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300 
(20年1月末） 
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生分解性プラスチックの主要な認証ラベル 



6．日本バイオプラスチック協会の   

        ご紹介 
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日本バイオプラスチック協会の概要 

設立趣旨： 
環境に調和した循環型社会の実現に重要な役割を果たす「生分解性プラスチック」と「バ

イオマスプラスチック」（総称してバイオプラスチックと定義）の普及促進と、技術的な問題

の解決を目的として設立。民間団体。 

沿革： 
1989年  生分解性プラスチック研究会として設立 

2000年  グリーンプラ識別表示制度 開始 

2006年  バイオマスプラ識別表示制度 開始 

2007年 日本バイオプラスチック協会に改称 

活動内容： 
 バイオプラスチックの普及促進活動 

 グリーンプラ／バイオマスプラ識別表示制度の運営 

 バイオプラスチックに関する規格化（ISO/JIS） 

 官庁対応 

 国内・海外関連機関との交流による連携強化  
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( Japan BioPlastics Association : JBPA ) 



組織 

 

 

 

 

 
 

 

役員（2020年度） 敬称略 

  会 長  姥貝卓美   三菱ケミカル㈱ 特別顧問 

  副会長   梅谷博之  帝人㈱ 帝人ｸﾞﾙｰﾌﾟ常務執行役員 

        大田康雄  東洋紡㈱ 常務執行役員 

        武岡慶樹  ㈱カネカ 常務執行役員 

  監査役  西澤尚浩   大日本印刷㈱ 執行役員 
 

 

会員数（2020年4月1日現在） 

  296社 （正会員27社、賛助会員23社、マーク会員246社） 
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識別表示制度の運営 広報、啓発活動 試験・評価制度の確立 
国際規格への対応 

※必要に応じて各委員
会にWGを設置 

会 長・副会長 

総 会 

幹 事 会 
事 務 局 

監 査 

技術委員会 企画調査委員会 識別表示委員会 



ご静聴ありがとう
ございました。         
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当資料の著作権は日本バイオプラスチック協会にあります。 




